
ｌＬ 学校の成績
前 号 に複 数 基準 落 札の 例 をふ たつ ばかり しめ し

た
。

コ ス ト ベ ニ フ ィ ッ ト で あ れ
，

コ ス ト パ フ ォ ー

マ ンス で あれ， 問 題 は結 局複 数 の 基準 つ まり 評価

要素 を ま とめ て， 全 体の 総 合評 価 をす る 方法 い か

ん に 帰 着 す る。

総合評価法で容易に思い出すのは学校の成績評

価 であ る。 わ れ わ れが 中 学生 の 時代， 教 科 は英語，

代 数
， 理 科， 歴 史・ 一 ・教 練 と な ら ん で い て， 各 科

目王００点 満 点， 採 点 法 は６０点 を 及落 の わ か れ 目 と

し， 上 に 優 良可 があ っ た。 松 竹梅 の 晶等 は 各 科目

共 通 であ る。 採 点 は総 計さ れ， 単 純 平均 点 で席 次

が決っ た。 落第 点 を３ 科 目以 上 とる と即 落 第， 近

頃で いう 留 年 である。

こ の場 合 は各 科 目の 評価 上 の 重み はす べ て 同 じ

で， 各科 目 内部 の採 点 基準 も 同 じ である。

こ の成 績 評価 でも 間 題 が全 く ない とい う わ けで

も な い。 た と え ば同 じ代 数 でもク ラ ス によ って 担

当 教 師 がち がっ て いて， ］方 は 比較 的 甘く， 他は

え ら く か ら い と い う こ と が あ る。 か ら い の に 当 っ

た ら 災難 で ある。 ま た 落 第基 準 が１ 科目 と いう 時

代 も あっ て， 学 科 は抜 群 でも 体 操が 極端 に 下手 だ

と ア ウ ト と い う の も あ っ た。 ３ 科 目 な ら 少 々 ゆ と

り が あ る。

近 年の 大学 入 試な どで は３ 科目， ５教 科 とか に

な って い て， ま ず最 初 か ら科 目 を制 限 して， そ の

他 は 間 わ な い
。

学 部 に よ っ て そ の 科 目 は ち が う。

つ ま り 理数 系 は ダメ だ が 文科 系 は出 来る と いう の

はそ ち ら に 行 け ばい い。 ま た学 科に よって 科 目別

の 配点 がち がう。 ある学 科では数 学５００点， 英語３００

点， そ の 他２００点， 別 の 学 科 は そ れ と 同 じ で な い。 大

体総点主義 である が， あ る科目が 極端に悪 いとき，

それ でふる わ れて しまうと いうやり 方もある。

こ う した 方 法の い ず れも が， 絶対 に 正 しく て，

どこか ら も批判 さ れ る余 地 はな い， な どとは 誰 も

思っ て い ない。 まあ そ んな もの か と大 よ そ納 得 し

て い る だ け で あ る。

１・、建築の多 醐 性と最適
多項目総合評価の必要というのは基本的には建

築 その も の が多 目 的な 存在 だ とい う 事実 に 根拠 が

あ る。 建 築の 機 能 は高く な く て はい けな い が， そ

の 機能 も 便利， 構 造 的安 全， 温 熱 的， 音 響 的性 能，

防 災， 省 エ ネ・…・・な ど 複 数 の 下 位 機 能 を も っ て い

る。 機 能 の ほか に も工 事期 間 は短 い 方 がい い し，

代 価 は安 い 方が い いな ど。 経 済性 もイ ニ シ ャル コ

ス ト だ け で な く
，

ラ ン ニ ン グ コ ス ト， メ ン テ ナ ン

ス コ ス ト も あ る。価 格 オ ン リ ー の 入 札 と い う の は
，

それらの複数の評価要素はすべて設計で最適化さ

れ て い る と す る 前 提 で， た だ イ ニ シ ャ ル コ ス ト だ

け の最 小 を争 わ せる も の である。

その 考 え方 が あな がち 間 違 い である と いう こ と

は 出来 な い。 た だ建 築に 対 する 二 一 ズが 高度 に な
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り， 複雑 化 して来 た のに 応 じて， 設計 に 適用 さ れ

る技 術 が多 様 化 して いる の も事 実 で， 前 記の 前提

の 現実 化 は容 易 では な い。 設計 は 多数 の 基準 で レ

ビュ ー さ れる 必 要が あり， 複数 の 代替 案 か らの 評

価 選択 が欠 かせ ない。 評価 要因 の な かに はた と え

ば」庚適 性 と経 済 性， 省 エネ 性 な どの よう に， 背 反

的 な性質 をもつものもあるし， 断熱 性と遮 音性 のように

計 量 基 準 が全く異なるものもある。 こうした 性質 が 評

価 を難しくしている面もある。 従 来， 設計 はここが ブ

ラック ボックス で， 明 示 的 で は な い の で あ る。

１・。 サーテイの・・Ｐ

評 価 方法 も 一様 で はな い。 た と え ば絶対 に みた

さ なく て はな ら ない 要因 が あっ て， そ れ が一 定 水

準 に達 しな い とき， 他 の要 因が い く ら高 い評 価 を

受 けた と して も ダメ だ とい うこ と も ある。 学 校 の

成 績評 価 の落 第 と同 じ であ る。 こ れ はい わ ゆるス

ク リー ニ ン グ で，構 造安 全 性と か 火災 時 の避 難 性，

あ る い は入札 での 予定 価格 制 李 ど はそ れに 当る か

も しれな い。 徹 底 して こう した 方法 で 複数 の ふる

い に よっ て 提案 を ふる って い く と いう 方法 も ない

では な い。 し か しこの 場 合 にも 各 要因 につ い て絶

対的 な水 準 が ある と は限 ら ない。 そ う する と そ れ

をパ ス する いわ ゆる 満足 解 の群 が 得 られる 可 能性

はあ る が， 順 位 の評 価 は得 ら れな い。 ある い は 各

要因 の ふる い の 目の こま か さ は？ まる と ころ 各 要

因 の 合格 水準 を 意 味する から， そ こ に各 要 因の 重

要 度 の意 味 が含 ま れる こ とに なる。

ここでは比較的単純な計量的評価法の例をあげ

る。
サ ー テ ィ の Ａ ＨＰ （ア ナ リ テ ィ ッ ク ヒ エ ラ ル

キ ー プロ セス） と 呼 ばれて いる も の で， こ の 方

法が 唯 ］絶 対 に正 しいな どとい う こと は でき な い

が， こう した問 題 の 解決 の 参考 に はな る。

表 一 １ は各 要因 の 重要 度 がき め られた と して，

そ れぞ れに っ いて 各 提案 の 採点 があ り， そ の 総計

で 評 価 で き る と い う 形 で あ る。 つ ま り ｙ 工 α κ三十

ろ κ 汁 … … 十 ｍ κ、と い う 一 次 和 の 算 術 で あ る。

こう い う 形に 落 しこ むの がＡＨＰの や り 方 であ る。

１・． 各琴因のウェイト

ま ず要 因の 選択 は自 由 である。 個別 プロ によ っ

て ち がっ ても よ い。 要 因の 数 も自 由 だ が多 いほ ど

よ い とい う もの で もな い。 多 す ぎる と要 因 の独 立

性 が そこ なわ れる こと も ある。 通常 の意 志 決定 で

は大 勢（８０％ 程 度）を決 する 程 度 の要 因 が選 ばれて

いる。 また 各 要因 内 部の 採 点 で顕 著 な差 が生じにく

いものは要因として選 んでもあまり意 味 がない。

ウ エ イ ト の 決 定 は次 の よ う な 一 対 比 較 法 に よ

る。 表 一 ２の 左半 分 と一 対比 較 値 を参 照。 同 等と

か若干重要とか絶対重要とかの名義的な尺度によ

る 評価 を 亙～ ９ の数 量 的な 比 例尺 度 であ らわ す や

や 特殊 な 一対 比 較 であ る。 一 対比 較 はあ く ま でも

一 対 でお こ なわ れ， 全 体 の展 望 はそ の際 考 える 必

要が ない。 結果 と して 全 体の ウ エイ トが 決 まる。

（表一 ２ 右半 分）いうまでもない が， 比 較は左 表 の右

斜半 分だけやれ ばよいので，その他は自 動 的で ある。

こ の 方法 の 正当 性 につ いて 数 理 的な 説明 は 一切

省 略す る。 参 考文 献 によ ら れた い。 こ の ウエイ ト

を 一対 比較 行 列 の固 有 ベク トル と 呼 ぶ。 また こ の

行列 の整 合性（た と え ばＡ＞Ｂ，Ｂ＞Ｃであ れ ばＡ〉

Ｃでな く て はな らな い が， 一 対 比 較 を個 別 に お こ

な った 場 合，全体 と して 一 貫 しな い可 能 性 がある）

に つ いて 整 合度 の チェ ック が で きる。 整 合 度 は完

全 な と き Ｏ で， 低 い ほ ど が い い。

８ 控 築 コ ス ト 研 究 １９９４ ＡＵＴ Ｗ Ｎ



表一２ 一対比較とウエイト計算

安

但 し，
一 対 比 較 値 は 下 表 に よ る。

一対比較値

一対比較値

９

２
，

４
，

６
，

８

上の数値の逆数

意 味

両方の項目が同 じぐらい重要

行 の 項 鷺１の 方 が 列 の 方 よ り

若干重要

行の項目の方が列の方より重要

行の項目の方が列の方より
かなり重要

行の項目の方が列の方より
絶対的に重要

補 間 的 に 用 い る

列の項目から行の項自を みた場
合 に 用 い る

経 験 約に も こう した 数量 化が か なり 正 確な 推定

評価 値 を与 え るこ と が確 か め られ てい る。

一 対 比較 はた とえ ば 経営 判断 の よう に， 個 人 で

お こ な う も の も あ り
，

集 団 で お こ な う こ と も で き
，

全 体 の コ ン セ ン サ ス を 得 る こ と が 可 能 で あ る。 つ

ま りウ エイ トは 一つ の 価値 判 断 を示 して い るわ け

で， これ が個 人 に依 存 した 場 合， かた よ り が生 ず

る お それ が ある。 た と え ば発 注 体の 各部 門 合わ せ

た 全 体と し て統 一 的な 価値 観 を 得よ う とす れ ば集

団 で お こ な え ば よ い。

１・． 各要因の採点

採 点 の 方 も 表 一 １ は 一 対 比 較 で お こ なっ て い

る。 こ の方 法 も表 一２ と 全く 同 様 であ る。 各 要因

ご と に 各 行
，

各 列 に 提 案 Ａ
，

Ｂ
，

Ｃ を な ら べ
，

そ れ

ぞ れ表 一２ 附 表に よっ て， 一 対 比較 し， 同 じ手続

き で点 数を 出 す。

ウ エイ トを 決定 した 場 合， 各 要 因別 の 採点 は あ

る 満 足度 に 対 して 同 一の 基 準に よ らな くて はな ら

ない。 ウエイ ト は高 いの に個 別 に 点数 が か らかっ

た り， 逆 で あ っ た り す れ ば
，

ウ エ イ ト そ の も の の

意 味が 乱 れる。

別 に た と え ば通 常 の 自 家 用 自 動 車 の 評 価 の 場

合， 最 高 速度 は２００キロ も あ れ ば十分 で， ２５０キ ロ

の 必要 は ない。 ２００キロ を１０点 と す れ ば２５０キロ も

１０点
，

１８０キ ロ は ９ 点 で
，

１６０キ ロ は ８ 点， 王４０キ ロ

では３ 点 と か必 ず しも 直線 的 な評 価 に なら ない。

一 種 の効 用 曲線 が あて はま る 可能 性 が ある。 同 じ

く 燃 費 に関 して い え ばリ ッタ ー１５キ ロ を１０点 とす

る の が ある い は最 高速 度 の評 価 と整 合 する か も知

れ な い。 以 下 リ ッ タ ー ５ キ ロ で は ３ 点 と す る な ど
。

こう し た 採 点 法 は レイ ティ ン グ と い わ れ る 技 法

で，
採 点 は Ａ ＨＰ に よ ら な い で も 出 来 る

。

前 号 に あ げ た フ ラ ン ス の こコ ス ト パ フ ォ ー マ ン ス

の実 例 は各 評価 要 因 にウ エイ トをつ け て 採点 し，

その 総 計 を提 案コ ス ト で割 って いた。 こ こに 例 示

した 例 で はコ ス ト， この 場 合価 格 を評 価 要因 の 一

つ と し て ウ エ イ ト を つ け て い る。 こ の ち が い は 評

価 の 技 法 的 な ち が い で あ る
。

ま た ア メ リ カ の コ ス

トベニ フィ ッ ト 法 にも， い く つか の技 法 的 な変 種

が ある。 共 通 して いる の は複 数評 価 要因 を な んと

か して 総 合化 しよう と いう 試 み である。

ＡＨＰは ある 程 度 論 理 的 に整 理 さ れ た 主 観 的 判

断 で ある。 評価 が 絶対 に客 観 的 であ ら ゆる 批判 に

耐 え ら れる とい う こと は ない。 立場 によ り利 害 に

よ っ て主 張 はち がう。 た だ し出 来 れば その 評価 過

程 も 結果 も ある 程 度論 理 的 で明 示さ れ るこ と が望

ま しい。さ し ずめＡ ｍ〕は評 価 を 補強 す る手 法 のひ

とつ と はい えよ う。 （古川 修）
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